
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】ＰＤＰ装置電極パッドの電極間位置決め公差確

保と、マイグレーションでの電極間短絡防止、コネクタ

電極との接触性向上を目的とする。

【解決手段】ＰＤＰ装置は、ａ）ＰＤＰの電極と繋がれ

て第１線幅の第１電極連結部、一方端が前記第１電極連

結部と繋がれて前記第１線幅より小さな第２線幅の第１

中間連結部、一方端が前記端末連結部の他方端と繋がれ

て前記第２線幅より大きい第３線幅の第２コネクタ連結

部を含む第１電極部と、ｂ）前記ＰＤＰの電極と繋がれ

て第４線幅の第２電極連結部、一方端が前記第１ 端末

部と繋がれて前記第４線幅より小さいか同じ第５線幅の

第２中間連結部、一方端が前記端末連結部の他方端と繋

がれて前記第５線幅より大きい第６線幅を持った第２コ

ネクタ連結部を含む第２電極部と、を含み前記第１電極

部は前記第２電極部に隣接するように配置され、前記第

１中間連結部の長さと前記第２中間連結部の長さが異な

る事を特徴とする。

【選択図】図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 電 極 を 含 む プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル と 、
　 前 記 プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル を 駆 動 す る 電 極 駆 動 部 と 、
　 前 記 電 極 駆 動 部 と 前 記 電 極 を 連 結 す る 電 極 パ ッ ド と を 含 み 、
　 前 記 電 極 パ ッ ド は 、
　 　 前 記 プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル の 電 極 と 繋 が れ て 第 １ 線 幅 を 持 っ た 第 １ 電 極 連
結 部 と 、 一 方 端 が 前 記 第 １ 電 極 連 結 部 と 繋 が れ て 前 記 第 １ 線 幅 よ り 小 さ な 第 ２ 線 幅 を 持 つ
第 １ 中 間 連 結 部 と 、 一 方 端 が 前 記 第 １ 中 間 連 結 部 の 他 の 方 端 と 繋 が れ て 前 記 第 ２ 線 幅 よ り
大 き い 第 ３ 線 幅 を 持 っ た 第 １ コ ネ ク タ 連 結 部 と を 含 む 第 １ 電 極 部 と 、
　 前 記 プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル の 電 極 と 繋 が れ て 第 ４ 線 幅 を 持 っ た 第 ２ 電 極 連 結 部 と
、 一 方 端 が 前 記 第 ２ 電 極 連 結 部 と 繋 が れ て 前 記 第 ４ 線 幅 以 下 の 第 ５ 線 幅 を 持 つ 第 ２ 中 間 連
結 部 と 、 一 方 端 が 前 記 第 ２ 中 間 連 結 部 の 他 の 方 端 と 繋 が れ て 前 記 第 ５ 線 幅 よ り 大 き い 第 ６
線 幅 を 持 っ た 第 ２ コ ネ ク タ 連 結 部 と を 含 む 第 ２ 電 極 部 と 、 を 含 み 、
　 前 記 第 １ 電 極 部 は 前 記 第 ２ 電 極 部 に 隣 接 す る よ う に 配 置 さ れ て 、 前 記 第 １ 中 間 連 結 部 の
長 さ と 前 記 第 ２ 中 間 連 結 部 の 長 さ は 互 い に 異 な る こ と を 特 徴 と す る 、 プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ
イ 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ 電 極 連 結 部 と 前 記 第 ２ 電 極 連 結 部 は ホ ワ イ ト -バ ッ ク 層 （ ｗ ｈ ｉ ｔ ｅ － ｂ ａ ｃ
ｋ 　 ｌ ａ ｙ ｅ ｒ ） に よ っ て 覆 わ れ て お り 、
　 前 記 第 １ コ ネ ク タ 連 結 部 及 び 前 記 第 ２ コ ネ ク タ 連 結 部 は Ａ Ｃ Ｆ 層 に よ っ て 覆 わ れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 記 載 の プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ 中 間 連 結 部 と 前 記 第 ２ 中 間 連 結 部 は 前 記 ホ ワ イ ト -バ ッ ク 層 と 前 記 Ａ Ｃ Ｆ 層 の
間 の 領 域 で 露 出 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ 記 載 の プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 １ 中 間 連 結 部 の 長 さ が 前 記 第 ２ 中 間 連 結 部 の 長 さ よ り 短 く 、
　 前 記 第 ２ 中 間 連 結 部 の 第 ５ 線 幅 は 前 記 第 ２ 電 極 連 結 部 の 第 ４ 線 幅 よ り 小 さ い こ と を 特 徴
と す る 、 請 求 項 １ 記 載 の プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 １ コ ネ ク タ 連 結 部 の 第 ３ 線 幅 は 前 記 第 １ 線 幅 よ り 大 き く 、
　 前 記 第 ２ コ ネ ク タ 連 結 部 の 第 ６ 線 幅 は 前 記 第 ２ 電 極 連 結 部 の 第 ４ 線 幅 よ り 大 き い こ と を
特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 記 載 の プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 １ コ ネ ク タ 連 結 部 と 前 記 第 ２ 中 間 連 結 部 の 間 隔 と 、 前 記 第 １ コ ネ ク タ 連 結 部 の 第
３ 線 幅 と が 等 し い こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ４ 記 載 の プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 第 １ 電 極 連 結 部 及 び 前 記 第 ２ 電 極 連 結 部 は 同 一 直 線 上 に 配 列 さ れ る 一 方 、 前 記 第 １
コ ネ ク タ 連 結 部 及 び 前 記 第 ２ コ ネ ク タ 連 結 部 は 同 一 直 線 上 に は 配 列 さ れ な い こ と を 特 徴 と
す る 、 請 求 項 １ 乃 至 ６ 何 れ か 記 載 の プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 電 極 パ ッ ド は 複 数 個 の 第 １ 電 極 部 と 複 数 個 の 第 ２ 電 極 部 と を 含 み 、
　 前 記 複 数 個 の 第 １ 電 極 部 中 の 一 つ ま た は 一 つ 以 上 の 第 １ 電 極 部 に 含 ま れ た 第 １ コ ネ ク タ
連 結 部 の 線 幅 が 残 り 第 １ 電 極 部 に 含 ま れ た 第 １ コ ネ ク タ 連 結 部 の 線 幅 と 第 １ の 差 を 有 し 、
前 記 第 １ の 差 は ５ um以 上 最 大 １ ０ ０ ｕ ｍ  以 下 で あ り 、
　 前 記 複 数 個 の 第 ２ 電 極 部 中 の 一 つ ま た は 一 つ 以 上 の 第 ２ 電 極 部 に 含 ま れ た 第 ２ コ ネ ク タ
連 結 部 の 線 幅 が 残 り 第 ２ 電 極 部 に 含 ま れ た 第 ２ コ ネ ク タ 連 結 部 の 線 幅 と 第 ２ の 差 を 有 し 、
前 記 第 ２ の 差 は ５ ｕ ｍ  以 上 最 大 １ ０ ０ ｕ ｍ  以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 記 載
の プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
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　 前 記 第 １ コ ネ ク タ 連 結 部 の 第 ３ 線 幅 は 前 記 第 １ 線 幅 よ り 大 き く 、 前 記 第 ２ コ ネ ク タ 連 結
部 の 第 ６ 線 幅 は 前 記 第 ２ 電 極 連 結 部 の 第 ４ 線 幅 よ り 大 き く 、
　 前 記 第 ２ 中 間 連 結 部 の 第 ５ 線 幅 が 前 記 第 ２ 電 極 連 結 部 の 第 ４ 線 幅 と 略 同 一 で あ る こ と を
特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 記 載 の プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 第 １ コ ネ ク タ 連 結 部 の 第 ３ 線 幅 は 前 記 第 １ 線 幅 よ り 大 き く 前 記 第 ２ コ ネ ク タ 連 結 部
の 第 ６ 線 幅 は 前 記 第 ２ 電 極 連 結 部 の 第 ４ 線 幅 よ り 大 き く 、 前 記 第 ２ 中 間 連 結 部 の 第 ５ 線 幅
が 前 記 第 ２ 電 極 連 結 部 の 第 ４ 線 幅 よ り 小 さ く 、 且 つ 、 前 記 第 ２ 中 間 連 結 部 の 長 さ が 前 記 第
１ 中 間 連 結 部 の 長 さ よ り 大 き く 、
　 前 記 第 １ 電 極 部 は 、 前 記 第 １ コ ネ ク タ 連 結 部 と 繋 が れ て 前 記 第 １ コ ネ ク タ 連 結 部 の 第 ３
線 幅 よ り 小 さ な 線 幅 を 持 っ た 補 助 連 結 部 を さ ら に 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 記 載 の
プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 補 助 連 結 部 を 含 む 前 記 第 １ 電 極 部 の 長 さ は 前 記 第 ２ 電 極 部 の 長 さ と 等 し い こ と を 特
徴 と す る 、 請 求 項 １ ０ 記 載 の プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 第 １ コ ネ ク タ 連 結 部 の 第 ３ 線 幅 は 前 記 第 １ 線 幅 よ り 大 き く 、 前 記 第 ２ コ ネ ク タ 連 結
部 の 第 ６ 線 幅 は 前 記 第 ２ 電 極 連 結 部 の 第 ４ 線 幅 よ り 大 き く 、 前 記 第 ２ 中 間 連 結 部 の 線 幅 が
前 記 第 ２ 電 極 連 結 部 の 第 ４ 線 幅 よ り 小 さ く 、 前 記 第 ２ 中 間 連 結 部 の 長 さ が 前 記 第 １ 中 間 連
結 部 の 長 さ よ り 大 き く 、
　 前 記 電 極 パ ッ ド は 、
　 前 記 プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル の 電 極 と 繋 が れ て 第 ７ 線 幅 を 持 っ た 第 ３ 電 極 連 結 部 、
 一 方 端 が 前 記 第 ３ 電 極 連 結 部 と 繋 が れ て 第 ７ 線 幅 よ り 小 さ な 第 ８ 線 幅 を 持 つ 第 ３ 中 間 連
結 部 、 及 び 、 一 方 端 が 前 記 第 ３ 中 間 連 結 部 の 他 の 方 端 と 繋 が れ て 第 ８ 線 幅 よ り 大 き い 第 ９
 線 幅 を 持 っ た 第 ３ コ ネ ク タ 連 結 部 を 含 む 第 ３ 電 極 部 を さ ら に 含 み 、
　 前 記 第 ３ 電 極 部 は 、 前 記 第 ２ 電 極 部 に 隣 接 す る よ う に 配 置 さ れ 、 前 記 第 ３ 中 間 連 結 部 の
長 さ は 前 記 第 ２ 中 間 連 結 部 よ り 大 き い こ と を 特 徴 と す る 、  請 求 項 １ 記 載 の プ ラ ズ マ デ ィ
ス プ レ イ 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル の 電 極 と 繋 が れ て 第 １ 線 幅 を 持 っ た 第 １ 電 極 連 結 部 と 、 一
方 端 が 前 記 第 １ 電 極 連 結 部 と 繋 が れ て 前 記 第 １ 線 幅 よ り 小 さ な 第 ２ 線 幅 を 持 つ 第 １ 中 間 連
結 部 と 、 一 方 端 が 前 記 端 末 連 結 部 の 他 の 方 端 と 繋 が れ て 前 記 第 ２ 線 幅 よ り 大 き い 第 ３ 線 幅
を 持 っ た 第 ２ コ ネ ク タ 連 結 部 と を 含 む 第 １ 電 極 部 と 、
　 前 記 プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル の 電 極 と 繋 が れ て 第 ４ 線 幅 を 持 っ た 第 ２ 電 極 連 結
部 と 、 一 方 端 が 前 記 第 １  端 末 部 と 繋 が れ て 前 記 第 ４ 線 幅 以 下 の 第 ５ 線 幅 を 持 つ 第 ２ 中 間
連 結 部 と 、 一 方 端 が 前 記 端 末 連 結 部 の 他 の 方 端 と 繋 が れ て 前 記 第 ５ 線 幅 よ り 大 き い 第 ６ 線
幅 を 持 っ た 第 ２ コ ネ ク タ 連 結 部 と を 含 む 第 ２ 電 極 部 と 、
を 含 み 、
　 前 記 第 １ 電 極 部 は 、 前 記 第 ２ 電 極 部 に 隣 接 す る よ う に 配 置 さ れ て 前 記 第 １ 中 間 連 結 部 の
長 さ と 前 記 第 ２ 中 間 連 結 部 の 長 さ は 互 い に 異 な る こ と を 特 徴 と す る 、 電 極 パ ッ ド 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 第 １ 電 極 連 結 部 と 前 記 第 ２ 電 極 連 結 部 は ホ ワ イ ト -バ ッ ク 層 に よ っ て 覆 わ れ て お り
、
　 前 記 第 １ コ ネ ク タ 連 結 部 及 び 前 記 第 ２ コ ネ ク タ 連 結 部 は Ａ Ｃ Ｆ 層 に よ っ て 覆 わ て お り 、
　 前 記 第 １ 中 間 連 結 部 及 び 前 記 第 ２ 中 間 連 結 部 は 前 記 ホ ワ イ ト -バ ッ ク 層 と 前 記 Ａ Ｃ Ｆ 層
の 間 の 領 域 で 露 出 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ３ 記 載 の 電 極 パ ッ ド 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 第 １ 中 間 連 結 部 の 長 さ が 前 記 第 ２ 中 間 連 結 部 の 長 さ よ り 短 く 、
　 前 記 第 ２ 中 間 連 結 部 の 第 ５ 線 幅 は 前 記 第 ２ 電 極 連 結 部 の 第 ４ 線 幅 よ り 小 さ な こ と を 特 徴
と す る 、 請 求 項 １ ３ 記 載 の 電 極 パ ッ ド 。
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【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 第 １ コ ネ ク タ 連 結 部 の 第 ３ 線 幅 は 前 記 第 １ 線 幅 よ り 大 き く 、
　 前 記 第 ２ コ ネ ク タ 連 結 部 の 第 ６ 線 幅 は 前 記 第 ２ 電 極 連 結 部 の 第 ４ 線 幅 よ り 大 き い こ と を
特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ３ 記 載 の 電 極 パ ッ ド 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 第 １ コ ネ ク タ 連 結 部 と 前 記 第 ２ 中 間 連 結 部 の 間 隔 と 、 前 記 第 １ コ ネ ク タ 連 結 部 の 第
３ 線 幅 と が 等 し い こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ５ 記 載 の 電 極 パ ッ ド 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 第 １ コ ネ ク タ 連 結 部 の 第 ３ 線 幅 は 前 記 第 １ 線 幅 よ り 大 き く 、 前 記 第 ２ コ ネ ク タ 連 結
部 の 第 ６ 線 幅 は 前 記 第 ２ 電 極 連 結 部 の 第 ４ 線 幅 よ り 大 き く 、
　 前 記 第 ２ 中 間 連 結 部 の 第 ５ 線 幅 が 前 記 第 ２ 電 極 連 結 部 の 第 ４ 線 幅 と 略 同 一 で あ る こ と を
特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ３ 記 載 の 電 極 パ ッ ド 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 第 １ コ ネ ク タ 連 結 部 の 第 ３ 線 幅 は 前 記 第 １ 線 幅 よ り 大 き く 、 前 記 第 ２ コ ネ ク タ 連 結
部 の 第 ６ 線 幅 は 前 記 第 ４ 線 幅 よ り 大 き く 、 前 記 第 ２ 中 間 連 結 部 の 第 ５ 線 幅 が 前 記 第 ２ 電 極
連 結 部 の 第 ４ 線 幅 よ り 小 さ く 、 且 つ 、 前 記 第 ２ 中 間 連 結 部 の 長 さ が 前 記 第 １ 中 間 連 結 部 の
長 さ よ り 大 き く 、
　 前 記 第 １ 電 極 部 は 、
　 前 記 第 １ コ ネ ク タ 連 結 部 と 繋 が れ て 前 記 第 １ コ ネ ク タ 連 結 部 の 第 ３ 線 幅 よ り 小 さ な 線 幅
を 持 っ た 補 助 連 結 部 を さ ら に 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ３ 記 載 の 電 極 パ ッ ド 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 補 助 連 結 部 を 含 む 前 記 第 １ 電 極 部 の 長 さ は 前 記 第 ２ 電 極 部 の 長 さ と 等 し い こ と を 特
徴 と す る 、 請 求 項 １ ９ 記 載 の 電 極 パ ッ ド 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 第 １ コ ネ ク タ 連 結 部 の 第 ３ 線 幅 は 前 記 第 １ 線 幅 よ り 大 き く 、 前 記 第 ２ コ ネ ク タ 連 結
部 の 第 ６ 線 幅 は 前 記 第 ２ 電 極 連 結 部 の 第 ４ 線 幅 よ り 大 き く 、 前 記 第 ２ 中 間 連 結 部 の 線 幅 が
前 記 第 ２ 電 極 連 結 部 の 第 ４ 線 幅 よ り 小 さ く 、 前 記 第 ２ 中 間 連 結 部 の 長 さ が 前 記 第 １ 中 間 連
結 部 の 長 さ よ り 大 き く 、
　 前 記 電 極 パ ッ ド は 、
　 前 記 プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル の 電 極 と 繋 が れ て 第 ７ 線 幅 を 持 っ た 第 ３ 電 極 連 結 部 と
、
一 方 端 が 前 記 第 ３ 電 極 連 結 部 と 繋 が れ て 第 ７ 線 幅 よ り 小 さ な 第 ８ 線 幅 を 持 つ 第 ３ 中 間 連 結
部 、 及 び 、 一 方 端 が 前 記 第 ３  中 間 連 結 部 の 他 の 方 端 と 繋 が れ て 第 ８ 線 幅 よ り 大 き い 第 ９
線 幅 を 持 っ た 第 ３ コ ネ ク タ 連 結 部 を 含 む 第 ３ 電 極 部 を さ ら に 含 み 、
　 前 記 第 ３ 電 極 部 は 、 前 記 第 ２ 電 極 部 に 隣 接 す る よ う に 配 置 さ れ 、 前 記 第 ３ 中 間 連 結 部 の
長 さ は 前 記 第 ２ 中 間 連 結 部 よ り 大 き い こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ３ 記 載 の 電 極 パ ッ ド 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 第 １ 電 極 連 結 部 及 び 前 記 第 ２ 電 極 連 結 部 は 同 一 直 線 上 に 配 列 さ れ る 一 方 、 前 記 第 １
コ ネ ク タ 連 結 部 及 び 前 記 第 ２ コ ネ ク タ 連 結 部 は 同 一 直 線 上 に は 配 列 さ れ な い こ と を 特 徴 と
す る 、 請 求 項 １ ３ 乃 至 ２ １ 何 れ か 記 載 の 電 極 パ ッ ド 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ 装 置 に 関 し 、 よ り 詳 く は 、 電 極 パ ッ ド を 含 む プ ラ ズ マ デ
ィ ス プ レ イ 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 図 １ は 一 般 的 な プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ 装 置 の 分 解 斜 視 図 で あ る 。 図 １ に 示 す よ う に 、 一
般 的 な プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ 装 置 は 上 部 構 造 と 下 部 構 造 で 構 成 さ れ る 。 下 部 構 造 は 下 部 基
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板 ９ と ア ド レ ス 電 極 ２ と を 含 む 。 上 部 構 造 は 上 部 基 板 １ と 、 ス キ ャ ン 電 極 ３ 及 び サ ス テ イ
ン 電 極 ４ と 、 誘 電 体 層 ５ と 保 護 層 ６ と を 含 む 。 ま た 下 部 構 造 は 、 上 部 基 板 １ と 下 部 基 板 ２
の 間 を 支 持 す る 隔 壁 ７ と 、 隔 壁 ７ の 表 面 に 塗 布 さ れ た 蛍 光 体 ８ と を さ ら に 含 む 。 不 活 性 ガ
ス は 、 上 部 構 造 と 下 部 構 造 の 間 の 空 間 に 注 入 さ れ て 放 電 領 域 が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 一 般 的 な プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ 装 置 は 、 セ ッ ト ア ッ プ 期 間 （ ｓ ｅ
ｔ － ｕ ｐ 　 ｐ ｅ ｒ ｉ ｏ ｄ ） に 上 昇 ラ ン プ パ ル ス （ ｒ ｉ ｓ ｉ ｎ ｇ 　 ｒ ａ ｍ ｐ 　 ｐ ｕ ｌ ｓ ｅ ）
を ス キ ャ ン 電 極 ３ に 印 加 し て 、 プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 上 の す べ て の 放 電 セ ル に 十 分
な 電 荷 を 生 成 す る 。 以 後 、 一 般 的 な プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ 装 置 は 、 セ ッ ダ ウ ン 期 間 (set-d
own perioｄ ） に 下 降 ラ ン プ パ ル ス (falling ramp pulsｅ ） を ス キ ャ ン 電 極 ３ に 印 加 し て
、 電 荷 を 適 度 に 消 去 し て す べ て の 放 電 セ ル の 電 荷 分 布 を 均 一 に さ せ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 一 般 的 な プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ 装 置 は ア ド レ ス 期 間 で ア ド レ ス パ ル ス と ス キ ャ ン パ ル ス
を そ れ ぞ れ ア ド レ ス 電 極 ２ と ス キ ャ ン 電 極 ３ に 印 加 し て タ ー ン オ ン さ れ る セ ル を 選 択 す る
。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 次 に 、 一 般 的 な プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ 装 置 は 、 サ ス テ イ ン 期 間 で ス キ ャ ン 電 極 ３ と サ ス
テ イ ン 電 極 ４ に 交 番 さ れ る よ う に サ ス テ イ ン パ ル ス を 印 加 し て 、 ア ド レ ス 期 間 で 選 択 さ れ
た セ ル で サ ス テ イ ン 放 電 が 起 き る よ う に す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の よ う な 動 作 を す る た め に 一 般 的 な プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ 装 置 の ド ラ イ バ ー Ｉ Ｃ は 、
電 極 パ ッ ド を 通 じ て プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル の ア ド レ ス 電 極 ２ 、 ス キ ャ ン 電 極 ３ 及 び
サ ス テ イ ン 電 極 ４ に 駆 動 パ ル ス を 印 加 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 図 ２ は 従 来 の プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ 装 置 の 電 極 パ ッ ド を 示 す 平 面 図 で あ る 。 図 ２ に 示 す
よ う に 、 従 来 の プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ 装 置 の 電 極 パ ッ ド は 、 ガ ラ ス 基 板 １ １ １ 、 ガ ラ ス 基
板 １ １ １ 上 に 形 成 さ れ た 電 極 部 １ １ ０ 、 電 極 部 １ １ ０ の 一 側 に 配 置 さ れ た ホ ワ イ ト -バ ッ
ク 層 （ ｗ ｈ ｉ ｔ ｅ － ｂ ａ ｃ ｋ 　 ｌ ａ ｙ ｅ ｒ ） １ １ ２ 、 電 極 部 １ １ ０ の 他 側 に 配 置 さ れ た Ａ
Ｃ Ｆ （ Ａ ｎ ｉ ｓ ｏ ｔ ｒ ｏ ｐ ｉ ｃ 　 Ｃ ｏ ｎ ｄ ｕ ｃ ｔ ｉ ｖ ｅ 　 Ｆ ｉ ｌ ｍ ） 層 １ １ ３ 及 び 電 極 部
１ １ ０ に 対 応 さ れ る コ ネ ク タ 電 極 １ １ ５ を 含 む コ ネ ク タ １ １ ４ で 構 成 さ れ る 。 こ の 時 、 コ
ネ ク タ １ １ ４ は 電 極 駆 動 部 (未 図 示 )か ら 入 力 さ れ た 駆 動 パ ル ス を 電 極 部 １ １ ０ に 印 加 す る
。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 時 、 コ ネ ク タ １ １ ４ は Ｃ Ｏ Ｆ （ Ｃ ｈ ｉ ｐ 　 Ｏ ｎ 　 Ｆ ｉ ｌ ｍ ） 、 Ｔ Ｃ Ｐ （ Ｔ ａ ｐ ｅ 　
Ｃ ａ ｒ ｒ ｉ ｅ ｒ 　 Ｐ ａ ｃ ｋ ａ ｇ ｅ ） ま た は Ｆ Ｐ Ｃ （ Ｆ ｌ ｅ ｘ ｉ ｂ ｌ ｅ 　 Ｐ ｒ ｉ ｎ ｔ ｅ ｄ 　
Ｃ ｉ ｒ ｃ ｕ ｉ ｔ ｓ ） で 構 成 さ れ る が 、 こ れ が プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ 装 置 の 製 造 原 価 を 上 昇
さ せ る 原 因 に な っ て い る 。  し た が っ て コ ネ ク タ （ Ｃ ｏ ｎ ｎ ｅ ｃ ｔ ｏ ｒ ） １ １ ４ に よ る 製
造 原 価 の 上 昇 を 防 止 す る た め に 電 極 ピ ッ チ （ ｐ ｉ ｔ ｃ ｈ ） が 微 細 化 さ れ て い る 。 電 極 ピ ッ
チ が 微 細 化 さ れ る に よ っ て マ イ グ レ イ シ ョ ン （ Ｍ ｉ ｇ ｒ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ ） 現 象 に よ っ て 電 極 の
間 の 電 気 的 な 短 絡 が 発 生 し 易 い 問 題 が あ る 。 こ こ で 、 マ イ グ レ イ シ ョ ン （ Ｍ ｉ ｇ ｒ ａ ｔ ｉ
ｏ ｎ ） 現 象 は イ オ ン 化 さ れ た 電 極 材 料 が 周 辺 に 移 動 す る 現 象 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 特 に 、 従 来 の 電 極 パ ッ ド の 場 合 、 コ ネ ク タ １ １ ４ の 連 結 の た め の Ａ Ｃ Ｆ 層 １ １ ３ と 電 極
部 １ １ ０ 間 の 界 面 で マ イ グ レ イ シ ョ ン に よ る 短 絡 が 頻 繁 に 発 生 す る 。 ま た 既 存 の 電 極 部 １
１ ０ の 幅 は 一 定 で あ る か ら 、 電 極 ピ ッ チ が 微 細 化 に な る ほ ど ホ ワ イ ト -バ ッ ク 層 １ １ ２ と
Ａ Ｃ Ｆ 層 １ １ ３ の 間 に 露 出 し た 電 極 部 １ １ ０ で マ イ グ レ イ シ ョ ン に よ る 短 絡 発 生 の 可 能 性
が さ ら に 大 き く な る 。  ま た 、 電 極 ピ ッ チ が 微 細 化 に な る ほ ど 電 極 部 １ １ ０ と コ ネ ク タ 電
極 １ １ ５ の ア ラ イ ン メ ン ト ト レ ラ ン ス （ ａ ｌ ｉ ｇ ｎ 　 ｔ ｏ ｌ ｅ ｒ ａ ｎ ｃ ｅ ） 、 即 ち 、 位 置
決 め 公 差 が 小 さ く な り 、 不 良 確 率 が 増 加 す る 。 換 言 す れ ば 、 位 置 決 め の 際 に 許 容 で き る 誤
差 が 小 さ く な り 、 歩 留 ま り を 低 下 さ せ る 。 ま た 、 電 極 部 １ １ ０ の ピ ッ チ が 微 細 化 に な る ほ
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ど 電 極 部 １ １ ０ と コ ネ ク タ 電 極 １ １ ５ 間 の 接 触 性 が 低 下 さ れ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 マ イ グ レ イ シ ョ ン に よ る 電 極 電 気 的 な 短 絡 の 発 生 を 防 止 す る た め の 電
極 パ ッ ド 及 び プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 他 の 目 的 は 、 位 置 決 め 公 差 を 確 保 す る こ と が で き る 電 極 パ ッ ド 及 び プ ラ ズ マ デ
ィ ス プ レ イ 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の ま た 他 の 目 的 は 、 電 極 と の 接 触 性 を 上 昇 さ せ る 電 極 パ ッ ド 及 び プ ラ ズ マ デ ィ ス
プ レ イ 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ 装 置 は 電 極 を 含 む プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 、  前 記
プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル を 駆 動 す る 電 極 駆 動 部 及 び 前 記 電 極 駆 動 部 と 前 記 電 極 を 連 結
す る 電 極 パ ッ ド を 含 む 。 前 記 電 極 パ ッ ド は 、 第 １ 電 極 部 と 第 ２ 電 極 部 と を 含 む 。
　 第 １ 電 極 部 は 、
　 ａ ） プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル の 電 極 と 繋 が れ て 第 １ 線 幅 を 持 っ た 第 １ 電 極 連 結 部 、
　 ｂ ） 一 方 端 が 前 記 第 １ 電 極 連 結 部 と 繋 が れ て 前 記 第 １ 線 幅 よ り 小 さ な 第 ２ 線 幅 を 持 つ 第
１ 中 間 連 結 部
　 ｃ ） 一 方 端 が 前 記 端 末 連 結 部 の 他 の 方 端 と 繋 が れ て 前 記 第 ２ 線 幅 よ り 大 き い 第 ３ 線 幅 を
持 っ た 第 ２ コ ネ ク タ 連 結 部
を 含 む 。
　 第 ２ 電 極 部 は 、
　 ｄ ） 前 記 プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル の 電 極 と 繋 が れ て 第 ４ 線 幅 を 持 っ た 第 ２ 電 極 連 結
部 と 、
　 ｅ ） 一 方 端 が 前 記 第 １  端 末 部 と 繋 が れ て 前 記 第 ４ 線 幅 よ り 小 さ い と か 同 じ 第 ５ 線 幅 を
持 つ 第 ２ 中 間 連 結 部 と 、
　 ｆ ） 一 方 端 が 前 記 端 末 連 結 部 の 他 の 方 端 と 繋 が れ て 前 記 第 ５ 線 幅 よ り 大 き い 第 ６ 線 幅 を
持 っ た 第 ２ コ ネ ク タ 連 結 部 と 、
を 含 む 。
　 ま た 、 前 記 第 １ 電 極 部 は 前 記 第 ２ 電 極 部 に 隣 接 す る よ う に 配 置 さ れ て 前 記 第 １ 中 間 連 結
部 の 長 さ と 前 記 第 ２ 中 間 連 結 部 の 長 く は お 互 い に 異 な る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 前 記 第 １ 電 極 連 結 部 と 前 記 第 ２ 電 極 連 結 部 は ホ ワ イ ト -バ ッ ク 層 に よ っ て 覆 わ れ 、 前 記
第 １ コ ネ ク タ 連 結 部 と 前 記 第 ２ コ ネ ク タ 連 結 部 は Ａ Ｃ Ｆ 層 に よ っ て 覆 わ れ る こ と を 特 徴 と
す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 前 記 第 １ 中 間 連 結 部 と 前 記 第 ２ 中 間 連 結 部 は 前 記 ホ ワ イ ト -バ ッ ク 層 と 前 記 Ａ Ｃ Ｆ 層 の
間 の 領 域 で 露 出 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 前 記 第 １ 中 間 連 結 部 の 長 さ が 前 記 第 ２ 中 間 連 結 部 の 長 さ よ り 短 く 、 且 つ 、 前 記 第 ２ 中 間
連 結 部 の 第 ５ 線 幅 は 前 記 第 ２ 電 極 連 結 部 の 第 ４ 線 幅 よ り 小 さ な こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 前 記 第 １ コ ネ ク タ 連 結 部 の 第 ３ 線 幅 は 前 記 第 １ 線 幅 よ り 大 き く 、 且 つ 、 前 記 第 ２ コ ネ ク
タ 連 結 部 の 第 ６ 線 幅 は 前 記 第 ２ 電 極 連 結 部 の 第 ４ 線 幅 よ り 大 き い こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 前 記 第 １ コ ネ ク タ 連 結 部 と 前 記 第 ２ 中 間 連 結 部 の 間 隔 と 、 前 記 第 １ コ ネ ク タ 連 結 部 の 第
３ 線 幅 と が 等 し い こ と を 特 徴 と す る 。
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　 前 記 第 １ 電 極 連 結 部 及 び 前 記 第 ２ 電 極 連 結 部 は 同 一 直 線 上 に 配 列 さ れ る 一 方 、 前 記 第 １
コ ネ ク タ 連 結 部 及 び 前 記 第 ２ コ ネ ク タ 連 結 部 は 同 一 直 線 上 に は 配 列 さ れ な い こ と を 特 徴 と
す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 前 記 電 極 パ ッ ド は 複 数 個 の 第 １ 電 極 部 と 複 数 個 の 第 ２ 電 極 部 を 含 む 。 前 記 複 数 個 の 第 １
電 極 部 中 の 一 つ ま た は 一 つ 以 上 の 第 １ 電 極 部 に 含 ま れ た 第 １ コ ネ ク タ 連 結 部 の 線 幅 が 残 り
第 １ 電 極 部 に 含 ま れ た 第 １ コ ネ ク タ 連 結 部 の 線 幅 と 第 １ の 差 を 有 し 、 前 記 第 １ の 差 は ５ ｕ
ｍ  以 上 最 大 １ ０ ０ um以 下 で あ る 。 ま た 、 前 記 複 数 個 の 第 ２ 電 極 部 中 の 一 つ ま た は 一 つ 以
上 の 第 ２ 電 極 部 に 含 ま れ た 第 ２ コ ネ ク タ 連 結 部 の 線 幅 が 残 り 第 ２ 電 極 部 に 含 ま れ た 第 ２ コ
ネ ク タ 連 結 部 の 線 幅 と 第 ２ の 差 を 有 し 、 前 記 第 ２ の 差 は ５ ｕ ｍ  以 上 最 大 １ ０ ０ ｕ ｍ 以 下
で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 前 記 第 １ コ ネ ク タ 連 結 部 の 第 ３ 線 幅 は 前 記 第 １ 線 幅 よ り 大 き く 、  前 記 第 ２ コ ネ ク タ 連
結 部 の 第 ６ 線 幅 は 前 記 第 ２ 電 極 連 結 部 の 第 ４ 線 幅 よ り 大 き く 、 且 つ 、 前 記 第 ２ 中 間 連 結 部
の 第 ５ 線 幅 が 前 記 第 ２ 電 極 連 結 部 の 第 ４ 線 幅 と 同 じ こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 前 記 第 １ コ ネ ク タ 連 結 部 の 第 ３ 線 幅 は 前 記 第 １ 線 幅 よ り 大 き く 、 前 記 第 ２ コ ネ ク タ 連 結
部 の 第 ６ 線 幅 は 前 記 第 ４ 線 幅 よ り 大 き く 、 前 記 第 ２ 中 間 連 結 部 の 第 ５ 線 幅 が 前 記 第 ２ 電 極
連 結 部 の 第 ４ 線 幅 よ り 小 さ く 、 前 記 第 ２ 中 間 連 結 部 の 長 さ が 前 記 第 １ 中 間 連 結 部 の 長 さ よ
り 大 き く 、 前 記 第 １ 電 極 部 は 、 前 記 第 １ コ ネ ク タ 連 結 部 と 繋 が れ て 前 記 第 １ コ ネ ク タ 連 結
部 の 第 ３ 線 幅 よ り 小 さ な 線 幅 を 持 っ た 補 助 連 結 部 を さ ら に 含 む こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 前 記 補 助 連 結 部 を 含 む 前 記 第 １ 電 極 部 の 長 さ は 前 記 第 ２ 電 極 部 の 長 さ と 等 し い こ と を 特
徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 前 記 第 １ コ ネ ク タ 連 結 部 の 第 ３ 線 幅 は 前 記 第 １ 線 幅 よ り 大 き く 、 前 記 第 ２ コ ネ ク タ 連 結
部 の 第 ６ 線 幅 は 前 記 第 ２ 電 極 連 結 部 の 第 ４ 線 幅 よ り 大 き く 、 前 記 第 ２ 中 間 連 結 部 の 線 幅 が
前 記 第 ２ 電 極 連 結 部 の 第 ４ 線 幅 よ り 小 さ く 、 前 記 第 ２ 中 間 連 結 部 の 長 さ が 前 記 第 １ 中 間 連
結 部 の 長 さ よ り 大 き く 、 前 記 電 極 パ ッ ド は 、 前 記 プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル の 電 極 と 繋
が れ て 第 ７ 線 幅 を 持 っ た 第 ３ 電 極 連 結 部 、 一 方 端 が 前 記 第 ３ 電 極 連 結 部 と 繋 が れ て 第 ７ 線
幅 よ り 小 さ な 第 ８ 線 幅 を 持 つ 第 ３ 中 間 連 結 部 と 一 方 端 が 前 記 第 ３  中 間 連 結 部 の 他 の 方 端
と 繋 が れ て 第 ８ 線 幅 よ り 大 き い 第 ９ 線 幅 を 持 っ た 第 ３ コ ネ ク タ 連 結 部 を 含 む 第 ３ 電 極 部 を
さ ら に 含 ん で い る 。 ま た 、 前 記 第 ３ 電 極 部 は 、 前 記 第 ２ 電 極 部 に 隣 接 す る よ う に 配 置 さ れ
、 前 記 第 ３ 中 間 連 結 部 の 長 さ は 前 記 第 ２ 中 間 連 結 部 よ り 大 き い こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 は 中 間 連 結 部 の 線 幅 を 狭 く し て コ ネ ク タ 連 結 部 の 幅 を 広 く す る こ と で 位 置 決 め 公
差 を 確 保 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 は 中 間 連 結 部 の 線 幅 を 狭 く し て コ ネ ク タ 連 結 部 の 幅 を 広 く す る こ と で マ イ グ レ イ
シ ョ ン に よ る 電 極 間 の 電 気 的 な 短 絡 を 防 止 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 は コ ネ ク タ 連 結 部 の 幅 を 広 く す る こ と で コ ネ ク タ 電 極 と の 接 触 性 を 向 上 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 発 明 は 中 間 連 結 部 の 線 幅 を 狭 く し て コ ネ ク タ 連 結 部 の 幅 を 広 く す る こ と で 電 極 部 の 間
の ピ ッ チ を さ ら に 減 ら す こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 以 下 で は 本 発 明 に よ る 具 体 的 な 実 施 形 態 を 添 付 さ れ た 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
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　 図 ３ は 本 発 明 の 電 極 パ ッ ド を 含 む プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ 装 置 を 示 す 。 図 ３ に 示 す よ う に
、 本 発 明 の 電 極 パ ッ ド を 含 む プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ 装 置 は 、 電 極 を 含 む プ ラ ズ マ デ ィ ス プ
レ イ パ ネ ル １ 、 プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル １ を 駆 動 す る 電 極 駆 動 部 １ ０ 及 び 電 極 駆 動 部
１ ０ と 電 極 ３ と を 連 結 す る 電 極 パ ッ ド １ １ を 含 む 。 電 極 パ ッ ド １ １ は 以 下 の 実 施 形 態 を 通
じ て 詳 し く 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 〔 第 １ 実 施 形 態 〕
　 図 ４ は 本 発 明 に よ る プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ 装 置 の 電 極 パ ッ ド の 第 １ 実 施 形 態 を 示 す 平 面
図 で あ る 。 図 ４ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ 装 置 の
電 極 パ ッ ド １ １ は 、 第 １ 電 極 部 ２ １ ０ と 第 ２ 電 極 部 ２ １ ０ ’ と を 含 む 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 第 １ 電 極 部 ２ １ ０ は 、 プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル の ス キ ャ ン 電 極 ３ と 繋 が れ て 第 １ 線
幅 を 持 っ た 第 １ 電 極 連 結 部 ２ １ １ と 、 一 方 端 が 第 １ 電 極 連 結 部 ２ １ １ と 繋 が れ て 第 １ 線 幅
よ り 小 さ な 第 ２ 線 幅 を 持 つ 第 １ 中 間 連 結 部 ２ １ ２ と 、 一 方 端 が 前 記 第 １ 中 間 連 結 部 の 他 の
方 端 と 繋 が れ て 前 記 第 ２ 線 幅 よ り 大 き い 第 ３ 線 幅 を 持 っ た 第 １ コ ネ ク タ 連 結 部 ２ １ ３ と を
含 む 。 こ こ で は 、 ス キ ャ ン 電 極 ３ の 電 極 パ ッ ド １ １ を 例 に 挙 げ て 説 明 す る が 、 サ ス テ イ ン
電 極 ４ 、 ア ド レ ス 電 極 ２ に つ い て も 電 極 パ ッ ド １ １ は 同 様 に 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 第 ２ 電 極 部 ２ １ ０ ’ は 、 プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル の ス キ ャ ン 電 極 ３ と 繋 が れ て 第 ４
線 幅 を 持 っ た 第 ２ 電 極 連 結 部 ２ １ １ ’ 、 一 方 端 が 第 ２ 電 極 連 結 部 ２ １ １ ’ と 繋 が れ て 第 ４
線 幅 以 下 の 第 ５ 線 幅 を 持 つ 第 ２ 中 間 連 結 部 ２ １ ２ ’ と 、 一 方 端 が 前 記 第 ２ 中 間 連 結 部 ２ １
２ ’ の 他 の 方 端 と 繋 が れ て 前 記 第 ５ 線 幅 よ り 大 き い 第 ６ 線 幅 を 持 っ た 第 ２ コ ネ ク タ 連 結 部
２ １ ３ ’ と を 含 む 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の 時 、 第 １ 電 極 部 ２ １ ０ は 第 ２ 電 極 部 ２ １ ０ ’ に 隣 接 す る よ う に 配 置 さ れ て 、 第 １ 中
間 連 結 部 ２ １ ２ の 長 さ と 第 ２ 中 間 連 結 部 ２ １ ２ ’ の 長 さ は 互 い に 異 な る こ と を 特 徴 と す る
。 言 い 換 え れ ば 、 第 １ 電 極 連 結 部 ２ １ １ と 第 １ コ ネ ク タ 連 結 部 ２ １ ３ と の 間 の 距 離 と 、 第
２ 電 極 連 結 部 ２ １ １ ’ と 第 ２ コ ネ ク タ 連 結 部 ２ １ ３ ’ と の 間 の 距 離 と は 、 互 い に 異 な る 。
第 １ 電 極 連 結 部 と 第 １ コ ネ ク タ 連 結 部 と の 間 の 距 離 は 、 第 ２ 電 極 連 結 部 と 第 ２ コ ネ ク タ 連
結 部 と の 間 の 距 離 よ り も 短 い 。 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 第 １ 電 極 連 結 部 ２ １ １ と 第 ２ 電 極
連 結 部 ２ １ １ ’ と は 、 第 １ 電 極 部 ２ １ ０ 及 び 第 ２ 電 極 部 ２ １ ０ ’ が 延 在 す る 方 向 （ 第 １ 方
向 ） に 於 い て 同 じ 位 置 に 配 置 さ れ て 同 一 直 線 上 に 配 置 さ れ る 一 方 、 第 １ コ ネ ク タ 連 結 部 ２
１ ３ と 第 ２ コ ネ ク タ 連 結 部 ２ １ ３ ’ と は 第 １ 方 向 に 於 い て 異 な る 位 置 に 配 置 さ れ て 同 一 直
線 上 に は 配 置 さ れ な い 場 合 を 例 示 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ４ に 示 す 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 は 、 第 １ 中 間 連 結 部 ２ １ ２ の 長 さ が 第 ２ 中 間 連 結 部 ２
１ ２ ’ の 長 さ よ り 短 く 、 第 ２ 電 極 部 ２ １ ０ ’ の 第 ２ 中 間 連 結 部 ２ １ ２ ’ の 線 幅 が 第 ２ 電 極
連 結 部 ２ １ １ ’ の 第 ４ 線 幅 よ り 小 さ な 場 合 を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 第 １ コ ネ ク タ 連 結 部 ２ １ ３ の 第 ３ 線 幅 は 第 １ 電 極 連 結 部 ２ １ １ の 第 １ 線 幅 よ り 大 き く 、
第 ２ コ ネ ク タ 連 結 部 ２ １ ３ ’ の 第 ６ 線 幅 は 第 ２ 電 極 連 結 部 ２ １ １ ’ の 第 ４ 線 幅 よ り 大 き い
こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 第 １ 電 極 部 ２ １ ０ と 第 ２ 電 極 部 ２ １ ０ ‘ は ガ ラ ス 基 板 １ １ １ 上 に 形 成 さ れ る 。 第 １ 電 極
連 結 部 ２ １ １ と 第 ２ 電 極 連 結 部 ２ １ １ ’ は ホ ワ イ ト -バ ッ ク 層 １ １ ２ に よ っ て 覆 わ れ て い
る 。 ま た 、 第 １ コ ネ ク タ 連 結 部 ２ １ ３ と 第 ２ コ ネ ク タ 連 結 部 ２ １ ３ ’ は Ａ Ｃ Ｆ 層 １ １ ３ に
よ っ て 覆 わ れ て い る 。 第 １ 中 間 連 結 部 ２ １ ２ と 第 ２ 中 間 連 結 部 ２ １ ２ ’ の 一 部 は ホ ワ イ ト
-バ ッ ク 層 １ １ ２ と Ａ Ｃ Ｆ 層 １ １ ３ の 間 の 領 域 で 露 出 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ５ は 本 発 明 に よ る プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ 装 置 の 電 極 パ ッ ド の 第 １ 実 施 形 態 の 詳 細 平 面
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図 で あ る 。 図 ５ に 示 す よ う に 、 第 １ 中 間 連 結 部 ２ １ ２ の 第 ２ 線 幅 が 第 １ 電 極 連 結 部 ２ １ １
の 第 １ 線 幅 （ ｄ ） よ り ２ ｗ 位 小 さ い 場 合 、 第 １ コ ネ ク タ 連 結 部 ２ １ ３ の 線 幅 (ｂ ） は 第 １
電 極 連 結 部 ２ １ １ の 線 幅 (ｄ ） よ り 大 き く す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 例 え ば 第 １ コ ネ ク タ 連 結 部 ２ １ ３ の 線 幅 (ｂ ） が （ ｄ ＋ ２ ｗ ） に な れ ば 、 第 １ コ ネ ク タ
連 結 部 ２ １ ３ と 第 ２ 中 間 連 結 部 ２ １ ２ ’ と の 間 隔 (ａ ） は 、 ｅ ＋ ｗ に な る 。  し た が っ て 、
第 １ コ ネ ク タ 連 結 部 ２ １ ３ の 線 幅 (ｂ ） は 従 来 の 電 極 パ ッ ド の 電 極 線 幅 (ｄ ） よ り 大 き く 、
且 つ 、 第 １ コ ネ ク タ 連 結 部 ２ １ ３ と 第 ２ 中 間 連 結 部 ２ １ ２ ’ の 間 隔 (ａ ） は 従 来 の 電 極 パ
ッ ド の 電 極 と 電 極 の 間 の 間 隔 (ｅ ） よ り 大 き い の で 位 置 決 め 公 差 が 確 保 さ れ る 。 こ の 時 、
第 １ コ ネ ク タ 連 結 部 ２ １ ３ と 第 ２ 中 間 連 結 部 ２ １ ２ ’ の 間 隔 (ａ ） と 、 第  １  コ ネ ク タ 連
結 部 ２ １ ３ の 線 幅 (ｂ ） が 等 し い 場 合 、 最 大 位 置 決 め 公 差 が 確 保 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 第 １ 中 間 連 結 部 ２ １ ２ と 第 ２ 中 間 連 結 部 ２ １ ２ ’ の 間 隔 (ｆ ） は 、 従 来 電 極 と 電
極 の 間 の 間 隔 (ｅ ） よ り 大 き い の で マ イ グ レ イ シ ョ ン に よ る 電 気 的 な 短 絡 が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 第 １ コ ネ ク タ 連 結 部 ２ １ ３ の 線 幅 (ｂ ） が 従 来 の 電 極 パ ッ ド の 電 極 線 幅 (ｄ ） よ り
大 き い の で コ ネ ク タ 電 極 と の 接 触 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 電 極 パ ッ ド は 電 極 の 間 の ピ ッ チ を 減 ら す こ と が で き る 。 す な わ ち 、 本 発
明 は 位 置 決 め 公 差 を 確 保 し て マ イ グ レ イ シ ョ ン で 電 気 的 な 短 絡 を 防 止 す る の で 電 極 の 間 の
ピ ッ チ を さ ら に 減 ら す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 こ の 時 、 第 １ コ ネ ク タ 連 結 部 ２ １ ３ の 線 幅 は 互 い に 異 な る こ と が で き る 。 ま た 、 第 １ コ
ネ ク タ 連 結 部 ２ １ ３ の 線 幅 の 差 は ５ ｕ ｍ 以 上 最 大 １ ０ ０ ｕ ｍ 以 下 で 設 定 す る の が 望 ま し い
。 ま た 第 ２ コ ネ ク タ 連 結 部 ２ １ ３ ’ の 線 幅 は 互 い に 異 な る こ と が で き る 。 ま た 、 第 ２ コ ネ
ク タ 連 結 部 ２ １ ３ ’ の 線 幅 の 差 は ５ ｕ ｍ 以 上 最 大 １ ０ ０ ｕ ｍ 以 下 で 設 定 す る の が 望 ま し い
。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 〔 第 ２ 実 施 形 態 〕
　 図 ６ は 本 発 明 に よ る プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ 装 置 の 電 極 パ ッ ド の 第 ２ 実 施 形 態 を 示 す 平 面
図 で あ る 。 図 ６ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 は 第 ２ 電 極 部 ２ １ ０ ’ の 第 ２ 中 間 連
結 部 ２ １ ２ ’ の 第 ５ 線 幅 が 第 ２ 電 極 連 結 部 ２ １ １ ’ の 第 ４ 線 幅 と 略 同 一 又 は 同 一 の 場 合 を
示 す 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 第 １ 実 施 形 態 と 同 じ く 第 １ コ ネ ク タ 連 結 部 ２ １ ３ と 第 ２ コ ネ ク タ 連 結 部 ２ １ ３ ’ は 、 そ
れ ぞ れ 、 第 １ 線 幅 及 び 第 ４ 線 幅 よ り そ れ ぞ れ 大 き い 第 ３ 線 幅 及 び 第 ６ 線 幅 を 持 つ の が 望 ま
し い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 第 １ 電 極 部 ２ １ ０ と 第 ２ 電 極 部 ２ １ ０ ’ は ガ ラ ス 基 板 １ １ １ 上 に 形 成 さ れ る 。 第 １ 電 極
連 結 部 ２ １ １ と 第 ２ 電 極 連 結 部 ２ １ １ ’ は ホ ワ イ ト -バ ッ ク 層 １ １ ２ に よ っ て 覆 わ れ て い
る 。 ま た 、 第 １ コ ネ ク タ 連 結 部 ２ １ ３ と 第 ２ コ ネ ク タ 連 結 部 ２ １ ３ ’ は Ａ Ｃ Ｆ 層 １ １ ３ に
よ っ て 覆 わ れ て い る 。 第 １ 中 間 連 結 部 ２ １ ２ と 第 ２ 中 間 連 結 部 ２ １ ２ ’ の 一 部 は ホ ワ イ ト
-バ ッ ク 層 １ １ ２ と Ａ Ｃ Ｆ 層 １ １ ３ の 間 の 領 域 で 露 出 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 第 ２  実 施 形 態 で の 第 １ 中 間 連 結 部 ２ １ ２ と 第 ２ 中 間 連 結 部 ２ １ ２ ’ の 間 隔 は 、 第 １ 実
施 形 態 で の 第 １ 中 間 連 結 部 ２ １ ２ と 第 ２ 中 間 連 結 部 ２ １ ２ ’ の 間 隔 (ｆ ） よ り 減 少 す る も
の の 、 従 来 の 電 極 と 電 極 の 間 の 間 隔 (ｅ ） よ り 大 き い の で マ イ グ レ イ シ ョ ン に よ る 電 気 的
な 短 絡 が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 第 ２ 実 施 形 態 で の 第 １ コ ネ ク タ 連 結 部 ２ １ ３ と 第 ２ 中 間 連 結 部 ２ １ ２ ’ と の 間 隔 は 、 第
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１ 実 施 形 態 で の 第 １ コ ネ ク タ 連 結 部 ２ １ ３ と 第 ２ 中 間 連 結 部 ２ １ ２ ’ と の 間 隔 (ａ ） と 等
し い の で 位 置 決 め 公 差 が 確 保 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ま た 、 第 １ コ ネ ク タ 連 結 部 ２ １ ３ の 第 ３ 線 幅 が 、 図 ５ に 示 す 従 来 の 電 極 パ ッ ド の 電 極 線
幅 (ｄ ） よ り 大 き い の で コ ネ ク タ 電 極 と の 接 触 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 こ の 時 、 第 １ コ ネ ク タ 連 結 部 ２ １ ３ の 第 ３ 線 幅 は 互 い に 異 な る こ と が で き る 。 ま た 、 第
１ コ ネ ク タ 連 結 部 の 線 幅 の 差 は ５ ｕ ｍ 以 上 最 大 １ ０ ０ ｕ ｍ 以 下 で 設 定 す る の が 望 ま し い 。
第 ２ コ ネ ク タ 連 結 部 ２ １ ３ ’ の 第 ６ 線 幅 は 互 い に 異 な る こ と が で き る 。 ま た 、 第 ２ コ ネ ク
タ 連 結 部 ２ １ ３ ’ の 第 ６ 線 幅 の 差 は ５ ｕ ｍ 以 上 最 大 １ ０ ０ ｕ ｍ 以 下 で 設 定 す る の が 望 ま し
い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 〔 第 ３ 実 施 形 態 〕
　 図 ７ は 本 発 明 に よ る プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ 装 置 の 電 極 パ ッ ド の 第 ３ 実 施 形 態 を 示 す 平 面
図 で あ る 。 図 ７ に 示 す よ う に 、 第 ２ 中 間 連 結 部 ２ １ ２ ’ の 線 幅 が 第 ４ 線 幅 よ り 小 さ く 且 つ
第 ２ 中 間 連 結 部 ２ １ ２ ’ の 長 さ が 第 １ 中 間 連 結 部 ２ １ ２ の 長 さ よ り 大 き い 場 合 、 第 ３  実
施 形 態 の 第 １ 電 極 部 ２ １ ０ は 、 第 １  コ ネ ク タ 連 結 部 ２ １ ３ と 繋 が れ て 第 １ コ ネ ク タ 連 結
部 ２ １ ３ の 第 ３ 線 幅 よ り 小 さ な 線 幅 を 持 っ た 補 助 連 結 部 ２ １ ４ を さ ら に 含 む 。 こ の 時 、 補
助 連 結 部 ２ １ ４ を 含 む 第 １ 電 極 部 ２ １ ０ の 長 さ は 第 ２ 電 極 部 ２ １ ０ ’ の 長 さ と 等 し い の が
望 ま し い 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 こ の よ う な 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 は 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 が 提 供 す る 效 果 を 提 供 す る
だ け で な く 、 コ ネ ク タ 電 極 と の 接 触 性 を さ ら に 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 第 １ 実 施 形 態 と 同 じ く 第 １ コ ネ ク タ 連 結 部 ２ １ ３ と 第 ２ コ ネ ク タ 連 結 部 ２ １ ３ ’ は 、 そ
れ ぞ れ 、 第 １ 線 幅 と 第 ４ 線 幅 よ り 各 々 大 き い 第 ３ 線 幅 と 第 ６ 線 幅 を 持 つ の が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 第 １ 電 極 部 ２ １ ０ と 第 ２ 電 極 部 ２ １ ０ ’ は ガ ラ ス 基 板 １ １ １ 上 に 形 成 さ れ る 。 第 １ 電 極
連 結 部 ２ １ １ と 第 ２ 電 極 連 結 部 ２ １ １ ’ は ホ ワ イ ト -バ ッ ク 層 １ １ ２ に よ っ て 覆 わ れ て い
る 。 ま た 、 補 助 連 結 部 ２ １ ４ を 含 む 第 １ コ ネ ク タ 連 結 部 ２ １ ３ 及 び 第 ２ コ ネ ク タ 連 結 部 ２
１ ３ ’ は 、 Ａ Ｃ Ｆ 層 １ １ ３ に よ っ て 覆 わ れ て い る 。 第 １ 中 間 連 結 部 ２ １ ２ と 第 ２ 中 間 連 結
部 ２ １ ２ ’ の 一 部 は ホ ワ イ ト -バ ッ ク 層 １ １ ２ と Ａ Ｃ Ｆ 層 １ １ ３ 間 の 領 域 で 露 出 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 第 １ コ ネ ク タ 連 結 部 ２ １ ３ の 第 ３ 線 幅 は 互 い に 異 っ て も 良 い 。 ま た 、 第 １ コ ネ ク タ 連 結
部 ２ １ ３ の 第 ３ 線 幅 の 差 は ５ ｕ ｍ 以 上 最 大 １ ０ ０ ｕ ｍ 以 下 で 設 定 す る の が 望 ま し い 。
　 第 ２ コ ネ ク タ 連 結 部 ２ １ ３ ’ の 第 ６ 線 幅 は 互 い に 異 っ て も 良 い 。 ま た 、 第 ２ コ ネ ク タ 連
結 部 の 線 幅 の 差 は ５ ｕ ｍ 以 上 最 大 １ ０ ０ ｕ ｍ 以 下 で 設 定 す る の が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 〔 第 ４ 実 施 形 態 〕
　 図 ８ は 本 発 明 に よ る プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ 装 置 の 電 極 パ ッ ド の 第 ４ 実 施 形 態 を 示 す 平 面
図 で あ る 。 図 ８ に 示 す よ う に 、 第 ２ 中 間 連 結 部 ２ １ ２ ’ の 線 幅 が 第 ４ 線 幅 よ り 小 さ く 且 つ
第 ２ 中 間 連 結 部 ２ １ ２ ’ の 長 さ が 第 １ 中 間 連 結 部 ２ １ ２ の 長 さ よ り 大 き い 場 合 、 本 発 明 の
第 ４ 実 施 形 態 は 、 プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル の 電 極 と 繋 が れ て 第 ７ 線 幅 を 持 っ た 第 ３ 電
極 連 結 部 ２ １ １ ” 、 一 方 端 が 第 ３ 電 極 連 結 部 ２ １ １ ” ” と 繋 が れ て 第 ７ 線 幅 よ り 小 さ な 第
８ 線 幅 を 持 つ 第 ３ 中 間 連 結 部 ２ １ ２ ” 及 び 一 方 端 が 第 ３  中 間 連 結 部 ２ １ ２ ” の 他 の 方 端
と 繋 が れ て 第 ８ 線 幅 よ り 大 き い 第 ９ 線 幅 を 持 っ た 第 ３ コ ネ ク タ 連 結 部 ２ １ ３ ” を 含 む 第 ３
電 極 部 ２ １ ０ ” を さ ら に 含 む 。 こ の 時 、 第 ３ 電 極 部 ２ １ ０ ” は 、 第 ２  電 極 部 ２ １ ０ ’ に
隣 接 す る よ う に 配 置 さ れ 、 第 ３ 中 間 連 結 部 ２ １ ２ ” の 長 さ は 第 ２ 中 間 連 結 部 ２ １ ２ ’ よ り
大 き い 。 本 実 施 形 態 で は 、 第 ３ 中 間 連 結 部 ２ １ ２ ” の 両 側 に 第 ２ 中 間 連 結 部 ２ １ ２ ’ が 配
置 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ５ ６ 】
　 第 １ 電 極 部 ２ １ ０ 、 第 ２ 電 極 部 ２ １ ０ ’ 及 び 第 ３ 電 極 部 ２ １ ０ ” は 、 ガ ラ ス 基 板 １ １ １
上 に 形 成 さ れ る 。 第 １ 電 極 連 結 部 ２ １ １ 、 第 ２ 電 極 連 結 部 ２ １ １ ’ 及 び 第 ３ 電 極 連 結 部 ２
１ １ ” は ホ ワ イ ト -バ ッ ク 層 １ １ ２ に よ っ て 覆 わ れ て い る 。 ま た 、 第 １ コ ネ ク タ 連 結 部 ２
１ ３ 、 第 ２ コ ネ ク タ 連 結 部 ２ １ ３ ’ 及 び 第 ３ コ ネ ク タ 連 結 部 ２ １ ３ ” は Ａ Ｃ Ｆ 層 １ １ ３ に
よ っ て 覆 わ れ て い る 。 第 １ 中 間 連 結 部 ２ １ ２ 、 第 ２ 中 間 連 結 部 ２ １ ２ ’ 及 び 第 ３ 中 間 連 結
部 ２ １ ２ ” の 一 部 は 、 ホ ワ イ ト -バ ッ ク 層 １ １ ２ と Ａ Ｃ Ｆ 層 １ １ ３ 間 の 領 域 で 露 出 す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 第 １ コ ネ ク タ 連 結 部 ２ １ ３ の 第 ３ 線 幅 は 互 い に 異 な る こ と が で き る 。 ま た 、 第 １ コ ネ ク
タ 連 結 部 ２ １ ３ の 第 ３ 線 幅 の 差 は ５ ｕ ｍ 以 上 最 大 １ ０ ０ ｕ ｍ 以 下 で 設 定 す る の が 望 ま し い
。
　 第 ２ コ ネ ク タ 連 結 部 ２ １ ３ ’ の 線 幅 は 互 い に 異 な る こ と が で き る 。 ま た 、 第 ２ コ ネ ク タ
連 結 部 ２ １ ３ ’ の 線 幅 の 差 は ５ ｕ ｍ 以 上 最 大 １ ０ ０ ｕ ｍ 以 下 で 設 定 す る の が 望 ま し い 。
　 ま た 第 ３ コ ネ ク タ 連 結 部 ２ １ ３ ” の 線 幅 は 互 い に 異 な る こ と が で き る 。 ま た 、 第 ３ コ ネ
ク タ 連 結 部 ２ １ ３ ” の 線 幅 の 差 は ５ ｕ ｍ 以 上 最 大 １ ０ ０ ｕ ｍ 以 下 で 設 定 す る の が 望 ま し い
。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 こ の よ う な 本 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 は 第 １ 実 施 形 態 で 提 供 す る 效 果 と 共 に 、 中 間 連 結 部 の
長 さ と コ ネ ク タ 連 結 部 の 位 置 を よ り 多 様 に で き る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 〔 第 ５ 実 施 形 態 〕
　 図 ９ は 本 発 明 に よ る プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ 装 置 の 電 極 パ ッ ド の 第 ５ 実 施 形 態 を 示 す 平 面
図 で あ る 。 図 ９ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の 第 ５ 実 施 形 態 に よ る 電 極 パ ッ ド は 、 第 １ コ ネ ク タ
連 結 部 ２ １ ３ の 第 ３ 線 幅 が 第 １ 中 間 連 結 部 ２ １ ２ の 第 ２ 線 幅 と 等 し く 、 且 つ 、 第 ２ コ ネ ク
タ 連 結 部 ２ １ ３ ’ の 第 ６ 線 幅 が 第 ２ 中 間 連 結 部 ２ １ ２ ’ の 第 ５ 線 幅 と 等 し い こ と を 特 徴 と
す る 。 こ の 時 、 第 １ 電 極 部 ２ １ ０ と 第 ２ 電 極 部 ２ １ ０ ’ の 長 さ は 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 第 １ 電 極 部 ２ １ ０ と 第 ２ 電 極 部 ２ １ ０ ’ は ガ ラ ス 基 板 １ １ １ 上 に 形 成 さ れ る 。 第 １ 電 極
連 結 部 ２ １ １ と 第 ２ 電 極 連 結 部 ２ １ １ ’ は ホ ワ イ ト -バ ッ ク 層 １ １ ２ に よ っ て 覆 わ れ て い
る 。 ま た 、 第 １ コ ネ ク タ 連 結 部 ２ １ ３ と 第 ２ コ ネ ク タ 連 結 部 ２ １ ３ ’ は Ａ Ｃ Ｆ 層 １ １ ３ に
よ っ て 覆 わ れ て い る 。 第 １ 中 間 連 結 部 ２ １ ２ と 第 ２ 中 間 連 結 部 ２ １ ２ ’ の 一 部 は ホ ワ イ ト
-バ ッ ク 層 １ １ ２ と Ａ Ｃ Ｆ 層 １ １ ３ の 間 の 領 域 で 露 出 す る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 こ の よ う な 本 発 明 の 第 ５ 実 施 形 態 に よ る 電 極 パ ッ ド は マ イ グ レ イ シ ョ ン に よ る 電 極 部 の
間 の 電 気 的 な 短 絡 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ２ 】
【 図 １ 】 一 般 的 な プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ 装 置 の 分 解 斜 視 図 。
【 図 ２ 】 従 来 の プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ 装 置 の 電 極 パ ッ ド を 示 す 平 面 図 。
【 図 ３ 】 一 般 的 な プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ 装 置 の 電 極 パ ッ ド を 示 す 平 面 図 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に よ る プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ 装 置 の 電 極 パ ッ ド の 第 １ 実 施 形 態 を 示 す 平 面
図 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に よ る プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ 装 置 の 電 極 パ ッ ド の 第 １ 実 施 形 態 の 詳 細 平 面
図 。
【 図 ６ 】 本 発 明 に よ る プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ 装 置 の 電 極 パ ッ ド の 第 ２  実 施 形 態 を 示 す 平
面 図 。
【 図 ７ 】 本 発 明 に よ る プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ 装 置 の 電 極 パ ッ ド の 第 ３  実 施 形 態 を 示 す 平
面 図 。
【 図 ８ 】 本 発 明 に よ る プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ 装 置 の 電 極 パ ッ ド の 第 ４ 実 施 形 態 を 示 す 平 面
図 。
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【 図 ９ 】 本 発 明 に よ る プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ 装 置 の 電 極 パ ッ ド の 第 ５ 実 施 形 態 を 示 す 平 面
図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ３ 】
１ 　 プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル
２ 　 ア ド レ ス 電 極
３ 　 ス キ ャ ン 電 極
４ 　 サ ス テ イ ン 電 極
５ 　 誘 電 体 層
６ 　 保 護 層
７ 　 隔 壁
８ 　 蛍 光 体
１ ０ 　 電 極 駆 動 部
１ １ 　 電 極 パ ッ ド
１ １ １ 　 ガ ラ ス 基 板
１ １ ２ 　 ホ ワ イ ト -バ ッ ク 層
１ １ ３ 　 Ａ Ｃ Ｆ 層
２ １ ０ ， ２ １ ０ ’ ， ２ １ ０ ” 　 第 １ 電 極 部 ， 第 ２ 電 極 部 ， 第 ３ 電 極 部
２ １ １ ， ２ １ １ ’ ， ２ １ １ ” 　 第 １ 電 極 連 結 部 ， 第 ２ 電 極 連 結 部 ， 第 ３ 電 極 連 結 部
２ １ ２ ， ２ １ ２ ’ ， ２ １ ２ ” 　 第 １ 中 間 連 結 部 ， 第 ２ 中 間 連 結 部 ， 第 ３ 中 間 連 結 部
２ １ ３ ， ２ １ ３ ’ ， ２ １ ３ ” 　 第 １ コ ネ ク タ 連 結 部 ， 第 ２ コ ネ ク タ 連 結 部 ， 第 ３ コ ネ ク タ
連 結 部
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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